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外科領域 におけ るFosfomycin経 口投与 の経験
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尾道総合病院外科

は じ め に

外科 診療 に際 して抗生 物質 は欠 くことので きない存在

である。外科的疾患患者 は比較的軽症 な通 院可能な外来

患者 と入院 を要す る重症 な感染症 お よび手術後で経 口摂

取 の不可能 な時期 にあ る患者 の2つ の大 きな グル ープに

分 けるこ とが できる。従が って抗生 物質 の投 与方法 も対

象 とす る疾患お よび対象 とす る患者 に よって異なるのは

当然 であろ う。い っぽ う抗生物質 の進歩 に伴 う耐 性菌出

現の問題があ り,感 染症 も複雑 な様相 を呈す る場合が度

々あ る。従が って現在 も,ま た将来 も含 めて副作用 が少

な く,し か も耐性菌に対 して感受性のあ る抗生 物質 が数

多 く開発 される ことが望 まれ る。 今度我 々 は ア メ リカ

Merck社 とスペ インCEPA社 で共同開発 され だ新抗生

物質fosfomycin capsuleを 明治製菓 か ら提供を受 け

外科的疾患の うち主 として表在性 の化膿性疾患45症 例 に

経 口投与 を行ない比較 的良好 な結果を得た ので報告す る。

対象疾 患 と治療方法

1. ホスホマイシンカプセルにつ いて

ホ ス ホ マ イ シ ソは化 学 名1-cis-1,2-epoxyProPyl

phosphonic acidで 遊 離酸 として不安定であ るがCa塩

とNa塩 と しては安定 な 白色の結 晶または結晶性の粉末

であ る。 この カプセルは1カ プセル中に ホスホマイ シン

Ca500mg(力 価)を 含有 している。

2. 対象疾患 と投与方法

対象疾患はすべて一覧 表(Table1)に 示す とお りで,

総 計45症 例であ る。その疾患分類はTable2に 示 す と

お り,瘤 お よび痴 症7例,療 疽12例,膿 瘍6例,ア テ

ロー マ混合感染3例,外 傷感染創3例,急 性 リソパ節炎

2例,急 性乳腺 炎2例,そ の他に湿疹混合感染,下 顎部

化膿疹,手 背蜂窩織炎,犬 咬 創,下 腿血 管炎,耳 下腺炎,

腸痩周 囲炎,下 腿難治性 潰瘍 各 々1例 の表在性の化膿性

疾患43例 と術後肺炎治癒期 の2例 の合計45例 であ る。

対象患者 の年齢は8歳 ～86歳 で小 児は2例,成 人43

例 である。性分布は 男27例,女18例 であ る。

成人は1回 に1capsule(力 価500mg)ま たは2cap-

sules(力 価1,000mg),1日 に3capsulesか ら6cap-

sulesを 投与 し,3回 か4回 に食後 に分割投与 し,4回

投与の場合は就寝時に も投与 した。Table3は 投与量 と

使用症例数を示すが,大 部分1回500mg投 与 であるが

1回2capsules(1,000mg)を 投与 した ものは,9例 であ

る。投与 日数 は3日 か ら19日 に及ぶがTable4に 示 す

よ うに大部分は3日 間 ～8日 間投与であ る。投与総量 は

Table5に 示す よ うに4.5～38gに 及 ぶ が,投 与総量

4.59以 下の もの5例,6～8gの もの23例,12～15g

の もの8例,16～20gの も の5例,21～22.5gの もの

2例,32～38g2例 であ り,大 部分4.5～20gで ある。

治 療 結 果

治療効果は発赤,腫 脹,痙 痛,圧 痛,局 所熱感,膿 分

泌状態,発 熱を参考に して判定 し,少 数例に赤沈 も参考

に した。治療効果は著 効,有 効,不 変,無 効お よび投与

中止 に分類 し,さ らに副作用 の有無につい て検討 した。

Table5に 示 す ように,著 効32例(71.1%),有 効6例

(13.3%),不 変2例(4.4%),無 効3例(6.7%),投 与

中止2例(4.4%)で あ り,著 効 と有効例 を合せ る と38

例(84.4%)に 有効であ った。

さ らに有 効,不 変,無 効例につ いて少 し詳 しく述べ て

見 る。有 効 と判定 した例は6例 あるが,そ の内訳は 胃切

除術 後肺炎,放 射線 療法後 の腸狭窄 に対 して人工肛門を

形成 したがその周囲の蜂窩織炎 を来 した例,糖 尿病 があ

り胃切除術 後の陳旧例で腹壁に 巨大膿i瘍を形成 した例,

肛門周 囲膿瘍 例,頸 部急性化膿性 リソパ節炎 である。1

日2～1.5g,7日 ～10日 間使用 し膿 の分泌は減少 したが,

CP,ミ ノサイ ク リソ等を併用 した例 もあるので有効 とし

た もので ある。不変 と判定 した例は,左 母指療疽(20歳

♀),術 後肺炎治癒期 の症 例(63歳6)で あ り,そ れぞ

れ1日6cap.5日 間,1日4cap.15日 間使用 し悪化傾

向 も治癒傾向 も認め られ なか った ものであ り,またNYS

を併用 したので不変 と判定 したものであ る。無効例 と判

定 した疾 患 は 急性乳腺炎(25歳9),右 啓部項部膿瘍

(25歳6),右 下腿難治性潰瘍(78歳)で,投 与量 は1回

1cap.(500mg),1日3～4capsulesを3日 か ら8日 間

投与 した が上 記に述べた炎症所見 の改善 を認 めなか った

ものである。

膿の細菌培 養を9例11回 に行な ったが,細 菌検 出で

きたのは8回 であ り,そ の内訳はグ ラム陰牲桿菌4,グ

ラム陽挫双球菌1,グ ラム陽性 ブ ドウ球菌2,グ ラム陽

性連 鎖球菌1で ある。

臨床効果 と検 出され た細菌 との関係をTable6に 示
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Table 1 Cases treated
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by fosfomycin
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Table 2 Cases classified by disease

Table 3 Cases classified by dosage 
and side effect

Table 4 Cases classified by dosing days

Table 5 Cases classified by total 

dose and effect

Table 6 Cases classified by detected 
bacteria and effect
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す。 グ ラム陰性菌 にも有効 であ ると考 え られ る。無効で

あった のはグ ラム陽性 ブ ドウ菌2例 中1例 である 。Fos-

fomycinの 感受性試験用デ ィス クがないた め,検 出 され

た菌が他 の抗生物質に どの程度感受性 があるかを検 討 し

て見た。その結果,Table7に 示す よ うに グラム陰性桿

菌 で他の抗生物質に感受性の低い ものに も有効 と考 え ら

れ,さ らにグ ラム陽性の ブ ドウ球菌お よび連鎖球菌 にも

感受性があ ると考え られ る。

副作用について見 ると下痢3例,胃 部不快感お よび食

欲減退を訴えた もの1例 の合計4例 であ る。 この うち下

痢がひ ど く投与を中止 した ものは2例 で,他 の2例 は投

与をつづけ治癒 してい る。投与量 と副作用 との関係 を見

ると,Table3に 示す よ うに下痢のため投与 を中止 した

1例 は1回1cap.(500mg)を1日4cap.(2,000mg)投

与 してお り,軽 い副作用はあ ったが投与をつづけた2例

はそれぞれ1日3回,お よび4回 内服 してお り,1回 投

与量お よび1日 投与量が多い とは考え られない。反面,

1回2cap.(1,000mg)1日39投 与を行な った ものが

9例 あるが,こ の中には下痢等の副作用を訴 えた ものは

1例 である。従 がって副作用 は1回 投与量 お よび1日 投

与量の多少 には 関係な く,固 体差に よると考え られ る因

子のほ うが強い よ うに思 われ る。

お わ り に

新抗 生物質FosfomycinCapsuleを 主 として表在性の

化膿 性疾患45例 に使用 し,有 効率84.4%に な る結果

を得た。本剤は経 口投与 で用 い られ 副作用 は此 較的少な

く急性 炎症の治癒促進,膿 分 泌減 少お よび小手術後の感

染 防止 に充 分有効であ ると考 える。

(本論文の要 旨は第22回 日本化 学療法学会におい て誌

上に発表 した。)
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A new antibiotic fosfomycin was administered clinically in capsule for 45 cases consisting mostly of

Table 7 Relationship between sensitivity of detected bacteria and clinical result
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superficial suppurative infections. The dosage was 1 capsule (500mg) or 2 capsules (1, 000mg) 3 or 4 
times daily for 3 to 19days. The patients treated include 26males and 19females, age being between 
8years to 86years. The clinical effects were judged from redness, swelling, pain, tenderness, local 
heat and pus discharge, referring to pyrexia and blood sedimentation rate in some cases. The results 
were divided into five; good, fair, unchanged, worse and interrupted. The drug effectiveness was 
obtained in 32cases out of 45cases, effective ratio being 84.4%. Bacterial culture of pus was performed
11  times in 9 cases, and bacteria was detected 8 times ; Gram-negative bacillus 4 times, Gram-positive

Streptococcus 1 time, Staphylococcus 2 times and Gram-positive diplococcus 1 time. As for the relation 

between detected bacteria and clinical effect, the drug seems to be effective against Gram-negative 

bacillus, Streptococcus and Staphylococcus. As a side effect with the drug, the administration was 

interrupted only in 2 cases, though 4 cases complained of diarrhea, epigastric malaise and anorexia. 

From the above results, fosfomycin capsule may be expected to be effective for the treatment of 

superficial suppurative infections and the prophylaxis of infections after minor operation.


